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〇当面する行動

〇 2019/５/１４(火)～１５（水）１３：３０～/別府ビーコンプラザ/人権社会確立全九州研究集会
〇 2019/５/１９(日)１３：００～/博多地区本部/組織・交通対策合同会議
○ 2019/５/２４(金)1８:30～/都久志会館４F/2019年憲法フォーラムIN福岡
○ 2019/６/２（日）1３:00～/築上町「ふるさと公園広場」/築城基地の米軍基地化を許さない！福岡県集
会
○ 2019/６/２４(月)1８:３0～/筑紫教育会館/筑紫平和センター総会
○ 2019/７/２８(日)1２:00～/後日公表予定/国労博多地区本部退職者慰労会

去る4月23日（火）から25日（木）まで大野城市・憩いの森キャンプ場にて、九州本

部主催の組織拡大合同キャンプが開催され、各地区本部より多くの組合員が参加を
し、前段で元九州本部委員長の伊藤唐津市議を講師に迎え学習会を開催しました。
また博多地区本部からは日帰り者と１泊者の１５名が参加し、他地区本部や西日本
本部の仲間と意見交換をし、交流を深めました。

←「若い力」はこちら

青年のひとりごと

「旅の恥はかき捨て」という言葉があります。これは、旅先には知人もい
ないし、長くとどまるわけでもないので、普段ならしないような恥ずかしい
言動も平気でやってしまうものだ、という意味で用いられます。しかし、こ
れはおかしな話です。私たちは、小さいころから、「他人に迷惑をかけて
はいけません」「相手の身になって考えましょう」といった道徳的教訓を教
え込まれます。だとしたら、周りにいる人が知人であるかどうかにかかわ
らず、「道徳的」に振る舞うべき、と考えなければいけません。ここで問題
になってくるのは、このような教育が、「家庭」や「学校」、「会社」といった
狭い範囲の人間関係を土台に行われることです。この場合、迷惑をかけ
てはいけない「他人」とは、「同じ集団に所属する人」であるという錯覚が
起きてくるため、多くの人々は、「身内」を相手にするときに限り、「道徳
的」に振る舞おうとします。インターネットの掲示板やコメントを想像すれ
ば、分かりやすいかと思います。そこでは、人間性を疑うような内容の書
き込みが数多く見受けられますが、これは、投稿者の名前と所属が特定
されないこと、要するに「匿名」であることが原因です。私たちの身の回り
においても、心当たりがありませんか？特急列車内での乗客の横柄な
態度、殆ど言いがかりとしか思えない「ご意見」、その他悪質な乗車マ
ナー。私たちも、「サービス」のあり方を社会的構造の面から見直すべき
ではないでしょうか。


